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▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段階

で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告書

に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

１．助成プロジェクト名 

子ども食どう場   ※ 申請は 食道場 と漢字にしましたが、実施に際しては 食どう場 と仮名にしました 

２．プロジェクトの内容 （※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度 

 食事を維持することの大切さや、働くことの大切さを知る機会として、食事に与れるまでの諸事に

子ども自身が携わる「子ども食どう場」を、全10回＋補講１回、次の内容で開設しました。 

○イワナ捌き  ○芋の子汁  ○メスティン(飯ごう)料理－ナポリタン・チキンラーメン・卵焼き 

○わんこそばごっこ(自分達で蕎麦や薬味を準備して、親子が交代でおもてなしをする)  

○わんこそば本物体験(お店に行って、お給仕さん役とお客役を親子で交互に行なう) 

３．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生ま

れた直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度 

◇ プログラム数- 6 開催数- 10回 対象者数- 延べ122人 

◇ イワナ捌きの後、子供達は、それを乾燥させ燻製にする時間に、近辺に生えていたキノコを採って

きては「これ、食べれる？食べれない？」と講師に聞いては又取りに行くを繰り返し、日常と違う体

験を楽しんでいました。 

 また、ネギは食べたことないピーマンは食べないという子も、自分で刻み調理したら食べれたと、

おかわりをしながら自慢していました。 

 親御さん達は、食べれるからと子供が持ち帰ったキノコを家で味噌汁にしたとか、家でもネギやピ

ーマンを食べましたと、喜んでいました。 

◇ 子供を甘やかすだけでなく、必要なことは適切に躾ける必要に同感いただけたようです。 

４．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字程度 

◇ 「お陰様」で「自分が在る」ことを知らないままに、本人は肉体的に大人になって親となっている

人が少なからず居ると感じられました。「只(無料)だから参加する。」けれど「べつにそれで子ども

をどうとかするつもりはないから、面倒くさけりゃ次からは参加しない。」と思っているような人も

参加者には居て、正直、苦心しました。 

◇ しかし、相手が己の意に沿うを期待して行うは慈善に非ず偽善であり、お布施の意義を損ねますか

ら、今後は、親(大人)よりも、子供と同じ目線の立ち位置で対等に話せるよう研鑽し、子供の "心を

育む" 活動になるよう努めたいと考えます。 

５．参考資料  プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等のデータ。活動の様子がわかる写真

などを必ず別途ご提供ください 

―― 以下、 参考資料添付―― 



テーマ
[1] 食事の基本 (１) 火の扱い
[2] 食事の基本 (２) チキンラーメン
[3] 食事の基本(３) イワナ捌き
[4] 食事の基本(４) オレンジパエリア
[5] 郷土料理(１) 芋の子食い
[6] 郷土料理(２) ひっつみ
[7] 宇宙食(１) 雑穀料理
[8] 宇宙食(２) おやつ作り
[9] 暦と食事(１) 食事の文化と作法
[10] 暦と食事(２) 冬至とクリスマス
[11] 暦と食事 (３) 節分
[12] 暦と食事 (４) おにぎりにたくあん
[13] おもてなし (１) わんこそば体験
[14] おもてなし (２) わんこそば振舞い
[15] おもてなし (３) お弁当作り
[16] おもてなし (４) 親をもてなす
※ 番号に関係なく順不同で行ないます。

Web: https://oitw.org　 Mail: info@oitw.org　TEL: 050-3630-1003花巻宇宙少年団
―――――――――― お 問 合 せ ――――――――――日本宇宙少年団 花巻分団

子 ど も 食 ど う 場子 ど も 食 ど う 場
(公財) いきいき岩手支援財団「いわて子ども希望基金助成金」助成事業
(宗) 真如苑「こども食堂支援助成」助成事業 参加無料

募集 ２０人程度+
参加者の保護者や低学年･幼児の同伴参加もできます。
　 出来上がった食事は、みんなで分けて食します。
　　  生きる術(すべ)を学び、共に生きることの大切さに
　　　　　　　　　　　　　　　　気付いてほしいと思います。

対象： 小学３年生～中学生
　　　 先着順 受付け

プログラム
☆ カレンダーの ○印 は 開催候補日で、テーマと日にち
　 を選び、10回程度 実施します。
　・ 土曜日に開催することもあります
　・ 時間： 午前10時～午後1時  又は  午後4時～6時
　――  詳しくは、説明会で打ち合わせます。

☆ 2月11日は、｢わんこそば体験｣ をお店で行います。
　 ７回以上の参加者からは、会費300円を頂きます。
　 それ以外の人は、実費をご負担いただきます。

☆ 子ども食道場は、｢子ども食堂｣ とは違いますから、
　 ただで食べれると期待しないでください。
　 沢山食べたい人は、おにぎり等をご持参ください。



参加者募集 説明会

　　食に与る大切さを知る　クッキング☆ナック Cooking Knack (*1) 『子ども食道場』

  　(*1) クッキング☆ナックの ナック knack は、 ｢コツ｣ を意味します。　スキル (skill) や技能、技術のように、面倒くさい
   訓練や熟練を必要とせず、お気軽に身に付ける ｢コツ｣ です。
   ――  You can do it when you get the knack of it.  こつが分れば 君にもできるよ.  ――

 2023'令和5年９月 ～ 2023'令和5年２月
 月に２回程度、土曜または日曜日に開設 全10回予定 (*2)  参加無料 (*3)　

 募集 子ども２０人程度 —— 参加受付けは、8月20日の説明会 (*4) で行ないます。

 　(*2) 参加者の状況によって、開設日と回数は変更されます。　　(*3)  子どもは原則無料です。　　(*4)  説明会の申込みは先着順です。

【募集説明会】

 2023'令和5年８月２０日(日曜日)
 会場 花巻市生涯学園都市会館 (まなび学園)　午後４時開始 (６時頃まで)

 出席者募集 先着２０家庭程度 —— 参加の仕方 (*5) 等を説明し、当日、参加申込みを受付けます。

  (*5)   『子ども食道場』 (集会) は、保育施設とは異なります。　集会の安全のために、協力をお願いする場合があります。

子 ど も 食 ど う 場子 ど も 食 ど う 場
遊んで学ぶ 体験活動 花巻宇宙少年団

『子ども食道場』は 「食事に与る」までの諸事に 子ども達自身が携わり
「食事を維持」する大変さ 「働く」ことの大切さ を知る「体験の機会」
  として 開設します

―― 説明会出席お申込み ――
お名前、連絡先、子どもの人数を
次へお知らせください
i n f o @ o i t w . o r g
0 5 0 - 3 6 3 0 - 1 0 0 3
※ 上記のメールアドレスが受信でき
　るよう設定してください。

 『子ども食道場』は、 趣旨を ご理解いただいた 次の団体の 助成に
よって、｢参加無料｣ で開設できます。

(公財) いきいき岩手支援財団  ｢いわて子ども希望基金助成金｣
(宗) 真如苑  ｢こども食堂支援助成｣
        実施団体 花巻宇宙少年団
        (日本宇宙少年団 花巻分団)



 活動風景 (1/5) 

  

  

  

   イワナ捌き１ 
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 活動風景 (2/5) 

  

        芋の子食い 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  イワナ捌き２ 



 活動風景 (3/5)) 

  

  

  

  

  

  

   在宅活動 

   玉子とチキン… 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 メスティンでナポリタン 

  



 活動風景 (4/5) 

   わんこそばごっこ 

  

  

  

  

  

  

  



 活動風景 (5/5) 

   体験わんこそば 

  

  

  

  

  

  

  

  

 


